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第46号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック　31】

「会話授業を考える講座紙上再現・総合的な練習編」

【メルマガ読者からのお知らせ】
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

17日のわたし（三浦）の日本語セミナー「日本語学習者の動機付け」

にはたくさんの先生方に参加していただきました。ありがとうござい

ました。また今週はいよいよ日本語教育国際シンポジウムが開かれま

す。日曜日2日の朝8時から、サンパウロのHotel Maksoud Plazaで

す。まだ申し込んでない方は今からでも間に合います。お待ちしてます。
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●●●「会話授業を考える講座紙上再現・総合的な練習編」●●●

　総合的な練習というのはどんなものでしょうか。前回紹介した応用練

習の参考書などには、ある決まった文型を練習するためのアイデアを紹

介しているものが多いようです。たとえば「あります、います」という

文型を練習するものならば、インフォメーションギャップで「すみませ

ん、病院のとなりに何がありますか。」「公園があります。」といった会

話を練習したりしますね。でも実際の会話では、なぜ病院の隣に何があ

るのかを知りたいのか、公園があるならどうなのか、調べてどうするの

か、といったようなことを誰かに話す場面があるのが普通です。

たとえば、昔の町の地図を再現するという目的があって、そのために

は昔の町の様子を知っている人を探し、たずねていって、質問してみ

る、といったプロセスがあります。そういったプロセスを順番に、今

まで学習した日本語を駆使して練習できるようにもって行くのが総

合的な練習、わたしが「まとまりのある練習」と呼んでいるものです。

こう書くと準備や手順などいろいろ大変なような気がしますが、慣れ

ればそうでもありません。こういう活動を考えるのには手順がありま

す。まず１）勉強した文型をいつどんなときに使うかを考えます。上

の例で言うと「あります、います」は、上のような例のほかに道を聞

いたり、ブラジルの観光案内をしたり、旅行計画を作ったり、ちょっ

と考えただけでもいろいろ浮かびますね。２）つぎに、活動の目的を

はっきりさせます。上の例だと「昔の町の地図を作る」が最終目的に

なります。ほかにも「友達にブラジルの観光名所をおしえてあげる」、

「サンパウロの案内をする」、「日本の観光地についてみんなに話す」

などいろいろあると思います。そして重要なのが３）誰と話すか、で

す。上の例だと、やはり昔のことを知っていて、日本語を話す、おじ

いさん、おばあさんでしょう。こういう人のことを日本語話者リソー

スと呼びます。ブラジルは国内に日本語を話す人がまだまだたくさん

いるので、世界でも飛びぬけて豊富な日本語話者リソースのいる国で

はないでしょうか。

昨年国際交流基金サンパウロ日本文化センターで実施した「全国大学

生サンパウロ研修」ではリベルダージにいる日本語話者リソースを利用

した「リベルダージオリエンテーリング」という活動を行いました。大

学生3、4人と日本人の協力者1名がグループになって、リベルダージ

の町を歩き、いろいろなタスクをこなしてくる、という活動です。もち

ろん日本人協力者とは日本語で話し、リベルダージのお店でも日本語で

質問したり、アイスクリームのてんぷらなど、珍しいものの写真を撮る

許可をもらったりしました。最後に撮ってきた写真を見せながらオリエ

ンテーリングの様子をみんなの前で話しました。

このオリエンテーリングは事前にお店の方に協力をお願いしたり、日

本人協力者を集めてきたりと、結構準備が大掛かりなものです。なかな

か一人ではできません。でも、目を自分のまわりに向けると、いろんな

リソースが転がっていることに気がつきます。学校の校長先生、他の日

本語の先生、日本人会で働いている人、近所のお店のおじさん、学習者

の家のおじいさん、おばあさんなど。

これらのリソースを利用して、たとえば、「思い出の品物を借りてき

てそれについてみんなに話す」（連体修飾）、「好きなサッカーチームを

調べてきて順位を発表する」（好きです、きらいです）、「週末の過ごし

方について調べてきて紙にまとめて貼りだす」（よく～をします）「フ

ェイラに行って物の値段を調べてくる」（～はいくらですか）などいろ

いろな活動が考えられます。活動をスムースに行うために調べてきたこ

とを書き込むタスクシートなどは教師が用意しなければなりません。や

り方の説明は前回の応用練習で書きましたが、それと同じです。

こうした活動はまとまりのある練習で、教室外の日本語話者と話をす

るので学習者は緊張しますが、話が通じたときには大きな喜びとなって

返ってくるものです。準備が大変そうですが、慣れればタスクシートを

1枚作るだけでそんなに難しいことではありません。

いくつかのまとまった課ごとに総合的な練習ができる、もっとも手軽

なのは以前31号で取り上げた新日本語の基礎の復習ビデオです。これ

は、学習者がそのときまでに学習した語彙や文型のみで構成されている

ので大変理解しやすく、学習者もみんなわかった、という気持ちなるよ

うです。またなかなか面白いドラマなので、喜んでもらえること請け合

いです。

このメルマガではこれまでにも第9号で外部リソースを利用した総合

的な活動を紹介しました。また4号では、絵を使った、学習者を話す気

にさせるアプローチについても話したことがあります。いずれもこのま

とまりのある活動に結びつく考え方です。
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第26回サンパウロ日本語スピーチコンテスト

10月30日（日）14時からブラジル日本語センターで

参加申込締切は10月3日です。

問い合わせ(11)5579-6513
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OoOo　　　　おわりに　　　OoOo
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　以上で4回にわたった会話授業考える講座紙上再現を終了します。や

はり、話したことを文字に置き換えるのはなかなか難しかった、という

のが実感です。少しでも講座の様子が皆さんに伝わっていることを祈っ

ています。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

日本語教師お役立ち情報室
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